
「船橋市障害児支援分野のＩＣＴ導入モデル事業」導入状況について

施設概要

ｃｏｃｏｒｏ北習志野駅前教室（放課後等デイサービス事業所）

●所在地 ：船橋市西習志野4-1-10

●開設時期：2022年1月

●定員 ：10名

●支援内容：自立支援と日常生活の充実のための

活動等

導入背景

導入機器

▶ タブレット端末(iPad) 2台
▶ PC(Windows11、MAC) 3台
▶ ハンディ無線機 1台
▶ インクジェット複合プリンタ 1台
▶ 無線LANルータ 1台
▶ スキャナ(名刺サイズ対応) 1台

▶ 支援記録等を入力する際、機器が1台しかないため入力待ち
が発生したり、業務終了後に入力する等非効率である。
▶ 各種受け取り文書や名刺等の管理に手が回らず、必要となっ
た時に探す手間が発生している。
▶ 送迎時のドライバーや、外遊び引率スタッフとの連携が個人
所有のスマホとなる場合が多く、改善の必要がある。
▶ 既存ルータが古いため、本部のwebサーバへの接続が不安
定になる場合がある。



導入効果

▶ 複数の職員で支援中の様子を都度記録できるようになり、作業時間の軽減につながった。
→1日あたり約15分の勤務時間短縮

▶ 名刺や受領した文書をデータベース管理することで系統立てて管理可能となった。
またスキャナ機器を使用することでインクジェット複合プリンタと作業がバッティングしない。

▶ 本部と送迎ドライバーとのやり取りが随時無線通話で行えるので、都度ドライバーが停車して確認する必要がなくなった。
→1週あたり約10分の送迎時間の短縮と、密に連携できることにより急な予定変更にも柔軟に対応可能となった

▶ 本部とのデータ通信が安定し、プロバイダ側都合による環境変化(本部側ルータのグローバルIPアドレスの変更)の頻度が
減り、それに伴うPC・タブレットの変更作業も少なくなった。
→1月あたり約20分の作業がなくなった


